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ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
ル
イ
ー
ニ（
１
）

ボ
ル
ゲ
ー
ゼ
美
術
館
は
、
一
四
七
五
年
に
生
ま
れ
一
五
三
三
年
に
ま
だ
存
命
中
の

ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
ル
イ
ー
ニ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を
一
点
も
所
有
し
て
い
な

い
。
他
方
、
シ
ャ
ッ
ラ
＝
コ
ロ
ン
ナ
美
術
館
に
は
、
厚
い
ニ
ス
で
覆
わ
れ
て
い
る
も

の
の
、《
節
制
と
虚
栄
》
の
題
名
で
知
ら
れ
る
ル
イ
ー
ニ
の
す
ば
ら
し
い
板
絵
が
一

点
あ
り
（
四
三
番
）（
ａ
）（
２
）、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
に
帰
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
こ
の
絵
は
、こ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
題
名
の
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
作
品（
ボ

ル
ゲ
ー
ゼ
美
術
館
第
四
室
）
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
作
と
さ
れ
て
お
り
、
ゆ
え
に
そ
れ

と
同
じ
く
《
天
上
の
愛
と
地
上
の
愛
》
と
す
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
知
ら
れ
る
よ

う
に
、
同
時
期
の
他
の
画
家
た
ち
も
流
行
の
こ
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、

私
に
は
文
化
史
上
の
興
味
を
い
だ
か
せ
な
い
。
ル
イ
ー
ニ
の
こ
の
絵
は
、「
灰
色
の

様
式

」（
一
五
○
八
〜
一
五
二
○
年
）
と
呼
ば
れ
る
第
二
様
式
で
描

か
れ
る
。
す
な
わ
ち
ル
イ
ー
ニ
が
レ
オ
ナ
ル
ド
の
影
響
の
も
と
で
そ
の
作
品
を
研
究

し
、
特
に
顔
の
形
を
初
期
の
作
品
よ
り
も
入
念
に
造
形
的
に
描
い
て
い
た
頃
の
作
品

で
あ
る
。

ロ
ー
マ
に
あ
る
も
う
一
点
の
ル
イ
ー
ニ
の
絵
を
挙
げ
る
。
幼
児
キ
リ
ス
ト
を
抱
く

柔
和
な
《
聖
母
》
が
そ
れ
で
あ
り（
３
）、
キ
リ
ス
ト
が
か
が
ん
で
ほ
ほ
え
ま
し
く
洗

礼
者
ヨ
ハ
ネ
に
接
吻
し
よ
う
と
す
る
の
は
ル
イ
ー
ニ
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
使
う
モ
チ
ー
フ

で
あ
る
。
洗
礼
者
の
後
ろ
に
聖
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
い
る
。
こ
の
見
事
な
構
想
に
よ
る
絵

は
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
コ
ロ
ン
ナ
の
最
後
の
部
屋
に
あ
る
が
、
手
の
ほ
ど
こ
し
よ
う
も
な

い
ほ
ど
描
き
改
め
ら
れ
て
い
る
。
ロ
ー
マ
の
コ
ル
シ
ー
ニ
美
術
館
に
も
ル
イ
ー
ニ
作

と
さ
れ
る
女
性
の
肖
像
画
が
あ
る
が
（
三
十
一
番
）、
間
違
い
で
あ
る
と
思
う（
４
）。

少
な
く
と
も
南
イ
タ
リ
ア
と
中
部
イ
タ
リ
ア
の
公
立
美
術
館
に
は
ル
イ
ー
ニ
の
絵

は
存
在
し
な
い
が
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
の
ト
リ
ブ
ー
ナ
に
あ
る
過
ぎ
た
修
復
を
ほ

ど
こ
し
た
《
ヘ
ロ
デ
ア
》
と
、
ナ
ポ
リ
美
術
館
（
十
五
番
）
の
ル
イ
ー
ニ
の
特
徴
を

よ
く
示
す
が
表
現
の
十
分
で
な
い
聖
母
図
は
、
例
外
で
あ
る
。

想
像
力
豊
か
だ
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
謹
厳
に
し
て
優
美
な
作
風
の
こ
の

画
家
は
ミ
ラ
ノ
と
そ
の
周
辺
（
受
難
教
会
、サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
イ
ン
・
パ
ラ
ッ
ツ
ォ

教
会
、
サ
ン
・
マ
ウ
リ
ツ
ィ
オ
教
会
、
ア
ン
ブ
ロ
ジ
ア
ー
ナ
美
術
館
、
ブ
レ
ー
ラ
美

術
館
、
ポ
ル
デ
ィ
＝
ペ
ッ
ツ
ォ
ー
リ
美
術
館
、
ボ
ッ
ロ
メ
ー
オ
美
術
館
、
レ
ニ
ャ
ー

ノ
と
サ
ロ
ン
ノ
、
コ
モ
大
聖
堂
、
ル
ガ
ー
ノ
ほ
か
）
以
外
に
は
知
ら
れ
な
い
。
彼
の

描
く
体
は
太
め
で
い
く
ぶ
ん
重
く
、
足
は
た
い
て
い
長
す
ぎ
、
手
は
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・

べ
リ
ー
ニ
の
そ
れ
の
よ
う
に
非
常
に
た
く
ま
し
く
か
つ
広
い
。
ル
イ
ー
ニ
も
、
正
真

上

田

恒

夫

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ・モ
レ
ッ
リ

『
イ
タ
リ
ア
絵
画
論
│
ロ
ー
マ
の
ボ
ル
ゲ
ー
ゼ
美
術
館
と
ド
ー
リ
ア
＝
パ
ン
フ
ィ
ー
リ
美
術
館
』

翻
訳（
８
）│
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
派（
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ・ル
イ
ー
ニ
か
ら
ガ
ウ
デ
ン
ツ
ィ
オ
・

フ
ェ
ッ
ラ
ー
リ
ま
で
）

［キーワード］　ジョヴァンニ・モレッリ　ボルゲーゼ美術館　アンドレーア・ソラーリオ　レオナルド・ダ・ヴィンチ

（
ａ
）
こ
の
作
品
は
当
主
が
パ
リ
に
売
却
し
た
作
品
中
の
一
点
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。﹇
Ｆ
﹈
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の
芸
術
家
と
し
て
は
ソ
ー
ド
マ
に
は
る
か
に
及
ば
な
い（
ａ
）。
ル
イ
ー
ニ
に
は
多
く

の
弟
子
と
追
随
者
が
い
た
が
、
ブ
レ
ー
ラ
美
術
館
に
お
い
て
さ
え
、
た
と
え
ば
十
三

番
及
び
二
十
三
〜
四
十
二
番
の
ご
と
く
、ル
イ
ー
ニ
に
帰
さ
れ
て
い
る（
四
六
一
番
）。

ア
ン
ド
レ
ー
ア
・
ソ
ラ
ー
リ
オ（
５
）

      ボ
ル
ゲ
ー
ゼ
美
術
館
に
は
も
う
一
人
、
ミ
ラ
ノ
派
の
「
黄
金
時
代
」
の
画
家
の
作

品
が
あ
り
、
ア
ン
ド
レ
ー
ア
・
ソ
ラ
ー
リ
オ
の
作
と
さ
れ
て
い
る
。
二
人
の
手
下
の

間
の
十
字
架
を
担
う
キ
リ
ス
ト
を
あ
ら
わ
す
（
図
版
①
）。
調
子
は
冷
た
く
、
筆
使

い
は
技
巧
的
、
陰
影
は
黒
い
が
、
か
な
り
入
念
に
描
か
れ
て
い
る
。
二
人
の
手
下
は

戯
画
風
で
、
か
な
り
フ
ラ
ン
ド
ル
風
な
と
こ
ろ
か
ら
、
私
は
フ
ラ
ン
ド
ル
の
画
家
の

作
で
あ
る
こ
と
を
ま
っ
た
く
疑
わ
な
い
（
†
）。
確
か
に
キ
リ
ス
ト
の
顔
は
ソ
ラ
ー

リ
オ
か
ら
採
っ
て
い
る
が
、
歯
を
見
せ
る
手
下
や
、
見
に
く
い
親
指
の
爪
は
、
イ
タ

リ
ア
で
学
ん
だ
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の
画
家
の
産
物
で
あ
る
と
思
う（
ｂ
）（
６
）。

こ
の
主
題
は
し
ば
し
ば
ア
ン
ド
レ
ー
ア
・
ソ
ラ
ー
リ
オ
の
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ

り
、
ブ
レ
シ
ャ
市
立
美
術
館
の
小
品
と
シ
エ
ナ
の
画
家
ガ
ル
ガ
ー
ニ
旧
蔵
の
二
点
も

こ
の
主
題
に
よ
る
。
こ
れ
ら
の
ど
の
作
品
に
お
い
て
も
、
ボ
ル
ゲ
ー
ゼ
美
術
館
の
本

作
と
く
ら
べ
て
キ
リ
ス
ト
は
優
美
に
、
構
成
は
し
っ
か
り
と
描
か
れ
、
色
彩
は
よ
り

暖
か
く
柔
和
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
美
点
は
す
べ
て
、
ポ
ル
デ
ィ
＝
ペ
ッ
ツ
ォ
ー
リ

美
術
館
の
名
品
《
エ
ジ
プ
ト
逃
避
途
上
の
休
息
》（
一
五
一
五
年
）（
７
）
に
認
め
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。

ア
ン
ド
レ
ー
ア
・
ソ
ラ
ー
リ
オ
は
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
＝
ミ
ラ
ノ
派
の
な
か
で
ま
っ

た
く
特
殊
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
関
す
る
限
り
、
同
派
の
な
か
で

最
も
卓
越
し
た
画
家
で
あ
ろ
う
。
こ
の
画
家
を
め
ぐ
っ
て
ま
だ
学
者
の
間
で
も
し

か
る
べ
き
一
致
が
見
ら
れ
な
い
か
ら
、
こ
の
機
会
に
こ
の
画
家
に
つ
い
て
詳
細
に
語

る
こ
と
に
し
よ
う
。
芸
術
家
（
建
築
家
、
彫
刻
家
）
の
家
系
で
あ
っ
た
ソ
ラ
ー
リ
オ

家
は
、
ち
ょ
う
ど
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ロ
ン
バ
ル
ド
家
と
同
じ
よ
う
に
、
コ
モ
地
方
の

ソ
ラ
ー
リ
オ
村
の
出
で
あ
る
が
、
十
五
世
紀
前
半
以
来
ミ
ラ
ノ
に
定
住
し
た
。
従
っ

（
ａ
） 

今
日
知
ら
れ
る
ル
イ
ー
ニ
の
デ
ッ
サ
ン
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
次
に
そ
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
る
。

 

① 

ア
ン
ブ
ロ
ジ
ア
ー
ナ
美
術
館
の
三
人
の
プ
ッ
ト
を
水
彩
で
描
い
た
フ
ォ
リ
オ
（
ブ
ラ
ウ
ン
の
図
録

一
七
五
番
）

 

② 

同
じ
く
ア
ン
ブ
ロ
ジ
ア
ー
ナ
美
術
館
の
、
父
親
を
前
に
し
た
小
さ
な
ト
ビ
ア
ス
を
セ
ピ
ア
の
水
彩
と

鉛
白
で
描
い
た
デ
ッ
サ
ン
（
ブ
ラ
ウ
ン
の
図
録
一
七
九
番
）

 

③
同
じ
く
ア
ン
ブ
ロ
ジ
ア
ー
ナ
美
術
館
の
赤
チ
ョ
ー
ク
の
聖
母
図

 

④
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
ア
ッ
カ
デ
ミ
ア
美
術
館
の
、
楽
園
追
放
を
あ
ら
わ
す
木
炭
デ
ッ
サ
ン

 

⑤
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
の
水
彩
の
フ
ォ
リ
オ
（
版
画
室
一
九
四
○
番
）

　

 

⑥ 

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
二
人
の
プ
ッ
ト
の
頭
部
の
デ
ッ
サ
ン
は
レ
イ
セ
氏
が
疑
問
符
つ
き
で
ル
イ
ー
ニ

に
帰
す
が
（
レ
イ
セ
の
カ
タ
ロ
グ
二
三
七
・
二
三
八
番
）、
私
の
判
断
で
は
真
作
で
あ
る
。﹇
Ｍ
﹈

（
ｂ
）
フ
ラ
ン
ド
ル
派
画
家
に
よ
る
ソ
ラ
ー
リ
オ
の
写
し
は
、
こ
の
ほ
か
に
、
ト
リ
ノ
の
美
術
館
、
シ
エ
ナ
の

市
立
美
術
館
（
六
○
番
）、
ウ
ィ
ー
ン
の
ベ
ル
ヴ
ェ
デ
ー
レ
宮
（
第
一
室
、
七
十
六
番
）
に
あ
り
、
す

べ
て
ヘ
ロ
デ
ア
を
描
く
。
盆
に
の
っ
た
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
の
首
を
描
く
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
絵
も
フ
ラ
ン

ド
ル
派
画
家
に
よ
る
ソ
ラ
ー
リ
オ
の
写
し
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え
る
（
†
）。﹇
Ｍ
﹈

図版①  アンドレーア・ソラーリオ［モレッリはフランドルの画家とする］
《十字架を担うキリスト》ローマ ボルゲーゼ美術館
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て
、
一
四
六
○
年
頃
の
生
ま
れ
に
違
い
な
い
画
家
ア
ン
ド
レ
ー
ア
が
ミ
ラ
ノ
で
光
明

を
見
い
だ
し
た
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
か
ろ
う
。
そ
の
長
兄
は
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ

と
い
い
、
彫
刻
家
・
建
築
家
で
あ
っ
た
が
、
身
体
の
欠
陥
の
せ
い
で
あ
だ
名
を
「
せ

む
し

」
と
い
っ
た（
ａ
）。

ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
と
か
た
く
結
び
つ
け
ら
れ
た
ア
ン
ド
レ
ー
ア
は
、
ク
リ

ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
の
旅
に
つ
い
て
行
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
ソ
ラ
ー
リ
オ
が
あ
る
い
は

（
ミ
ラ
ノ
の
ア
ン
ド
レ
ー
ア
）
と
、
あ
る
い
は

（
ソ
ラ
ー
リ
オ
の
ア
ン
ド
レ
ー
ア
）
と
、
サ
イ
ン
を
使
い
わ
け
て
い
た

の
は
こ
れ
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
ミ
ラ
ノ
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
で
描
い
た

作
品
に
見
ら
れ
、
後
者
は
ミ
ラ
ノ
で
描
い
た
作
品
に
見
ら
れ
る
。
古
い
著
述
家
ら
は

お
し
な
べ
て
ア
ン
ド
レ
ー
ア
を
「
せ
む
し
の
ア
ン
ド
レ
ー
ア
」
と
記
し
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
推
測
す
る
に
、
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
は
末
弟
ア
ン
ド
レ
ー
ア
の
父
親
代
わ
り

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ア
ン
ド
レ
ー
ア
・
ソ
ラ
ー
リ
オ
を
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ

ン
チ
の
召
使
い
た
る
ア
ン
ド
レ
ー
ア
・
サ
ラ
イ
ー
ノ
と
混
同
し
て
い
る
美
術
史
家

が
何
人
か
い
る
。
ア
ン
ド
レ
ー
ア
・
ソ
ラ
ー
リ
オ
の
画
業
に
最
初
に
光
を
当
て
た

の
は
故
オ
ッ
ト
ー
・
ミ
ュ
ン
ト
ラ
ー
（

）
の
功
績
で
あ
る
。
ク
ロ
ー
と
カ
ヴ
ァ
ル
カ
セ
ッ

レ
が
こ
れ
に
続
き
、
こ
の
画
家
に
当
て
た
一
章
で
新
し
い
こ
と
を
付
け
加
え
て
い
る

が
、
ま
っ
た
く
支
持
し
か
ね
る
。
ア
ン
ド
レ
ー
ア
の
師
匠
は
誰
だ
っ
た
か
、
今
も
わ

か
ら
な
い
。
頭
部
ほ
か
に
見
る
精
妙
な
モ
デ
リ
ン
グ
に
は
、
彫
刻
家
だ
っ
た
長
兄
の

も
と
で
学
ん
だ
修
練
の
あ
と
が
確
か
に
あ
る（
ｂ
）。
ア
ン
ド
レ
ー
ア
・
ソ
ラ
ー
リ
オ

ほ
ど
、
モ
デ
リ
ン
グ
に
お
い
て
レ
オ
ナ
ル
ド
に
近
い
画
家
は
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
派
に

は
誰
も
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
ポ
ル
デ
ィ
＝
ペ
ッ
ツ
ォ
ー
リ
美
術

館
（
ミ
ラ
ノ
）
の
《
こ
の
人
を
見
よ
》（
８
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
頭
部
を
彼
ほ
ど

入
念
に
仕
上
げ
る
こ
と
の
で
き
た
画
家
も
い
な
い
。
し
か
し
ソ
ラ
ー
リ
オ
は
手
の
描

写
で
は
、
レ
オ
ナ
ル
ド
、
ソ
ー
ド
マ
、
ジ
ャ
ン
ピ
エ
ト
リ
ー
ノ
よ
り
も
相
当
劣
っ
て

い
る
。ポ
ル
デ
ィ
＝
ペ
ッ
ツ
ォ
ー
リ
美
術
館
の
二
点
の
小
さ
な
聖
母
図（
９
）と
ブ
レ
ー

ラ
美
術
館
の
聖
母
図
（
一
○
五
番

）
は
、私
の
知
る
限
り
最
も
早
い
時
期
の
作
品

で
あ
る
。
こ
の
ブ
レ
ー
ラ
美
術
館
の
作
品（
10
）に
は
バ
ル
ト
ロ
メ
ー
オ
・
ス
ア
ル
デ
ィ

通
称
ブ
ラ
マ
ン
テ
ィ
ー
ノ
の
影
響
も
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う（
ｃ
）。
一
四
九
○
年
ア
ン

ド
レ
ー
ア
・
ソ
ラ
ー
リ
オ
は
兄
の
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
に
従
っ
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に

行
き
、
お
そ
ら
く
一
四
九
二
〜
一
四
九
三
年
頃
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
一
元
老
院
議
員

の
美
し
い
肖
像
（
現
在
ロ
ン
ド
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
所
蔵
）
を
描
い
た
だ

ろ
う（
11
）。
こ
の
絵
に
は
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ベ
リ
ー
ニ
の
影
響
が
、
ま
た
そ
れ
以
上

に
、
ア
ン
ト
ネ
ッ
ロ
・
ダ
・
メ
ッ
シ
ー
ナ
の
影
響
も
見
ら
れ
る
。
事
実
、
こ
の
絵
を

か
つ
て
所
有
し
て
い
た
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
ガ
ヴ
ォ
ッ
テ
ィ
家
で
は
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ベ

リ
ー
ニ
の
作
と
し
て
通
っ
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。
一
四
九
三
年
、
こ
の
二
人
の
兄

弟
は
一
旦
ミ
ラ
ノ
に
帰
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
は
た
し
て
ア
ン
ド
レ
ー
ア
が

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ム
ラ
ー
ノ
島
で
殉
教
者
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
教
会
の
祭
壇
画
（
現
在

ブ
レ
ー
ラ
美
術
館
所
蔵
、
一
○
六
番
）
を
（
一
四
九
五
年
に
）
描
い
た
か
ど
う
か
、

確
言
で
き
な
い
。
し
か
し
、彼
が
も
う
一
度
干
潟
の
街
﹇
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
﹈
を
訪
れ
、

問
題
の
絵
を
描
い
た
こ
と
は
大
い
に
あ
り
う
る
。
こ
の
祭
壇
画
の
聖
母
の
顔
は
非
常

に
レ
オ
ナ
ル
ド
風
で
、
デ
ッ
サ
ン
は
ボ
ル
ト
ラ
ッ
フ
ィ
オ
を
想
起
さ
せ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
一
四
九
三
年
な
い
し
一
四
九
四
年
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
滞
在
か
ら
帰
っ
た
後
、
ソ

ラ
ー
リ
オ
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
大
画
家
﹇
レ
オ
ナ
ル
ド
﹈
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た

と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
ク
ロ
ー
と
カ
ヴ
ァ
ル
カ
セ
レ
両
氏
は
こ
の
絵
に

（
ａ
）
ヴ
ィ
ヨ
（

）
は
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
カ
タ
ロ
グ
の
な
か
で
、ア
ン
ド
レ
ー
ア
そ
の
人
を
「
せ
む
し
」

と
呼
ん
で
い
る
（
画
家
に
失
礼
な
賛
辞
だ
）。
他
方
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
新
し
い
カ
タ
ロ
グ
で
は
ク
リ

ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
は
ア
ン
ド
レ
ー
ア
の
父
親
に
格
上
げ
さ
れ
て
い
る
。﹇
Ｍ
﹈

（
ｂ
）
ソ
ラ
ー
リ
オ
家
に
は
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
の
ほ
か
に
、
ピ
エ
ト
ロ
・
ソ
ラ
ー
リ
オ
と
い
う
彫
刻
家
が
お

り
、ミ
ラ
ノ
の
サ
ン
タ
ン
ジ
ェ
ロ
教
会
の
側
面
入
り
口
に
彼
の
名
を
入
れ
た
高
肉
彫
の
聖
母
子
が
あ
る
。

﹇
Ｍ
﹈

（
ｃ
） 
こ
の
絵̶

か
つ
て
こ
の
絵
に

の
偽
署
名
が
あ
り
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
の
注
解
者﹇
ミ
ラ

ネ
ー
ジ
﹈（
第
五
巻
二
十
四
頁
）
も
こ
の
作
を
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ベ
ッ
リ
ー
ニ
と
し
て
引
い
て
い
る̶

の

聖
母
は
流
行
の
頭
巾
帽
を
被
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ブ
ラ
マ
ン
テ
ィ
ー
ノ
が
よ
く
そ
の
聖
母
に
被
ら
せ

た
も
の
で
あ
り
、
ガ
ウ
デ
ン
ツ
ィ
オ
・
フ
ェ
ッ
ラ
ー
リ
も
好
ん
で
女
性
像
に
被
ら
せ
て
い
た
。
ミ
ラ
ノ

の
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
コ
モ
・
ト
リ
ブ
ル
ツ
ィ
オ
公
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
・
ソ
ラ
ー
リ
オ

に
よ
る
男
の
肖
像（
薄
肉
彫
り
）が
あ
り
、こ
れ
は
兄
弟
ア
ン
ド
レ
ー
ア
の
描
く
肖
像
を
想
わ
せ
る
。﹇
Ｍ
﹈
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レ
オ
ナ
ル
ド
の
ほ
か
に
ア
ン
ド
レ
ー
ア
・
ヴ
ェ
ッ
ロ
ッ
キ
ォ
（
！
）
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
派
の
影
響
も
認
め
る
。
両
氏
に
と
っ
て
、
こ
の
絵
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ロ
ン
バ
ル

デ
ィ
ア
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
各
派
の
寄
せ
集
め
な
の
だ
。
さ
ら
に
両
氏
に
と
っ
て
背
景

の
風
景
は
、
何
は
さ
て
お
き
、
ベ
ル
ガ
モ
の
画
家
プ
レ
ヴ
ィ
タ
ー
リ
を
想
起
さ
せ
る

の
だ
が
、
一
四
九
五
年
に
こ
の
画
家
は
高
々
十
五
歳
で
し
か
な
い
。

こ
の
よ
う
な
印
象
だ
の
類
似
と
い
っ
た
つ
ま
づ
き
の
道
を
両
氏
に
付
き
従
っ
て
、

茨
の
荒
野
か
沼
地
に
至
り
た
く
な
い
も
の
で
あ
る
。

ポ
ル
デ
ィ
＝
ペ
ッ
ツ
ォ
ー
リ
美
術
館
は
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
と
聖
カ
タ
リ
ナ
を
描

い
た
小
さ
な
絵
を
二
点
所
蔵
し
て
お
り
（
三
幅
祭
壇
画
の
一
部
）（
12
）、

と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
ミ
ラ
ノ
で
描
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
二

作
と
も
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
か
ら
ミ
ラ
ノ
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
は
ま
っ
た

く
レ
オ
ナ
ル
ド
風
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
聖
カ
タ
リ
ナ
は
ア
ン
ド
レ
ー
ア
の
郷
土
ロ

ン
バ
ル
デ
ィ
ア
の
風
で
あ
る（
ａ
）。

さ
て
、
年
代
順
に
、
同
じ
く

の
署
名
の
あ
る
ル
ー
ヴ

ル
美
術
館
の
一
五
○
三
年
の
小
さ
な
《
磔
刑
》（
三
九
六
番
）（
13
）
が
続
く
。
同
じ

ボ
ル
ゲ
ー
ゼ
美
術
館
の
男
の
肖
像
（
三
九
五
番
）
も
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
だ
ろ
う
。
近
年
、こ
の
肖
像
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
ミ
ラ
ノ
総
督
シ
ャ
ル
ル
・

ダ
ン
ボ
ワ
ー
ズ
で
あ
る
と
さ
れ
た
が
、
奇
妙
な
こ
と
に
、
ア
ン
ド
レ
ー
ア
・
ソ
ラ
ー

リ
オ
作
と
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
三
十
代
か
ら
四
十
代
の
男
が
描
か
れ
、
ベ
レ
ー
に

聖
ミ
カ
エ
ル
騎
士
団
の
徽
章
が
あ
り
、
背
景
に
ミ
ラ
ノ
か
ら
見
た
雪
の
ア
ル
プ
ス
が

描
か
れ
る
。
仕
事
は
こ
ま
や
か
だ
が
、
汚
れ
た
厚
塗
り
の
ニ
ス
が
画
面
を
損
ね
て
い

る
。
こ
の
肖
像
画
も
ア
ン
ド
レ
ー
ア
・
ソ
ラ
ー
リ
オ
が
十
六
世
紀
の
は
じ
め
に
ミ
ラ

ノ
で
制
作
し
た
も
の
で
あ
ろ
う（
14
）。
画
家
カ
ル
ガ
ー
ニ
旧
蔵
の
《
十
字
架
を
担
う

キ
リ
ス
ト
》（
15
）
も
一
五
○
五
年
の
作
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
描
か
れ
た
の
は
ミ
ラ
ノ

で
あ
っ
て
、
カ
ル
ヴ
ィ
が
自
身
の
結
論
を
導
く
た
め
に
考
え
て
い
る
よ
う
に
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
で
制
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ソ
ラ
ー
リ
オ
は
同
じ
一
五
○
五

年
に
友
人
で
ミ
ラ
ノ
の
人
Ｃ
・
ロ
ゴ
ー
ニ
の
肖
像
（
現
在
ロ
ン
ド
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ギ
ャ
ラ
リ
ー
所
蔵
、
七
三
四
番
）
を
描
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ミ
ラ
ノ
の
ア
ッ
ダ

公
爵
夫
人
所
蔵
の
女
性
の
肖
像（
16
）
も
同
じ
時
、
つ
ま
り
ソ
ラ
ー
リ
オ
の
フ
ラ
ン

ス
行
き
に
先
立
つ
ミ
ラ
ノ
時
代
に
描
か
れ
た
と
私
は
考
え
る
。

一
五
○
七
年
の
半
ば
、
ソ
ラ
ー
リ
オ
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
ミ
ラ
ノ
総
督
シ
ャ
ル
ル
・

ド
・
シ
ョ
ー
モ
ン
（
イ
タ
リ
ア
で
は
彼
は
チ
ャ
モ
ン
テ
と
呼
ば
れ
た
）
か
ら
叔
父
の

枢
機
卿
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ダ
ン
ボ
ワ
ー
ズ
宛
の
推
薦
状
を
た
ず
さ
え
て
、
ミ
ラ
ノ
か
ら

フ
ラ
ン
ス
に
旅
立
ち
、
以
後
二
年
間
ソ
ラ
ー
リ
オ
は
ガ
イ
ヨ
ン
に
逗
留
し
た
。
教

皇
ピ
ウ
ス
三
世
の
死
後
教
皇
に
登
位
し
た
い
と
い
う
は
か
な
い
望
み
を
抱
い
て
い
た

野
心
的
な
枢
機
卿
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
は
、
ガ
イ
ヨ
ン
の
自
分
の
城
館
の
礼
拝
堂
の
装
飾
を

高
名
な
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
に
依
頼
し
た
い
と
甥
の
総
督
ル
イ
十
二
世
に

告
げ
た
が
、
当
時
レ
オ
ナ
ル
ド
は
ミ
ラ
ノ
の
防
塁
と
水
利
工
事
に
つ
き
強
い
要
請
を

受
け
て
い
た
の
で
、
国
王
ル
イ
の
た
め
の
聖
母
図
の
制
作
に
費
や
す
時
間
す
ら
取
れ

な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
（
ガ
イ
エ
の
『
史
料
集
』
第
二
巻
、
九
十
四
〜
九
十
六
頁
参
照

）。
そ
こ
で
シ
ョ
ー
モ
ン
は
、
ア
ン
ド
レ
ー
ア
・

ソ
ラ
ー
リ
オ
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
巨
匠
レ
オ
ナ
ル
ド
に
つ
ぐ
ミ
ラ
ノ
最
大
の
現
存
画

家
で
あ
る
と
判
断
し
て
、
レ
オ
ナ
ル
ド
の
代
わ
り
に
ソ
ラ
ー
リ
オ
を
彼
の
も
と
に
遣

わ
し
た
。
ア
ン
ド
レ
ー
ア
は
一
五
○
九
年
九
月
に
ガ
イ
ヨ
ン
の
城
館
の
礼
拝
堂
壁
画

を
完
成
さ
せ
た
。

彼
が
フ
ラ
ン
ス
に
発
つ
前
か
、
あ
る
い
は
そ
の
直
後
に
、
今
日
ル
ー
ヴ
ル
美
術

館
の
所
蔵
す
る
《
緑
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
聖
母
》
の
通
称
で
知
ら
れ
る
聖
母
像
を
描

い
た
だ
ろ
う
。
今
日
ま
で
の
と
こ
ろ
、
ソ
ラ
ー
リ
オ
は
ガ
イ
ヨ
ン
の
仕
事
を
終
え
た

後
も
フ
ラ
ン
ス
に
と
ど
ま
っ
た
か
ど
う
か
わ
か
っ
て
い
な
い
。
イ
タ
リ
ア
に
帰
国
す

る
前
に
、
フ
ラ
ン
ド
ル
に
、
た
ぶ
ん
ア
ン
ト
ワ
ー
プ̶

当
時
フ
ラ
ン
ド
ル
派
絵
画

は
絶
頂
期
に
あ
り
、
ソ
ラ
ー
リ
オ
は
イ
タ
リ
ア
に
い
た
と
き
こ
の
画
派
の
愛
好
者
た

ち
か
ら
知
識
を
得
て
い
た
に
違
い
な
い̶

に
も
行
っ
た
と
す
る
説
は
、
あ
り
得
な
く

は
な
い
と
思
う
。
彼
の
数
点
の
絵
、
中
で
も
ポ
ル
デ
ィ
＝
ペ
ッ
ツ
ォ
ー
リ
美
術
館
の

（
ａ
）
ト
リ
ノ
美
術
館
所
蔵
の
一
五
○
六
年
マ
ク
リ
ー
ニ
ョ
・
ダ
ル
バ
筆
の
絵
の
な
か
の
聖
カ
タ
リ
ナ
像
は
ア

ン
ド
レ
ー
ア
・
ソ
ラ
ー
リ
オ
の
こ
の
聖
カ
タ
リ
ナ
を
強
く
想
起
さ
せ
る
。﹇
Ｍ
﹈
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一
五
一
五
年
の
《
エ
ジ
プ
ト
逃
避
途
上
の
休
息
》
や
精
妙
に
描
か
れ
て
い
る
が
少
々

冷
た
い
《
こ
の
人
を
見
よ
》
は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
派
絵
画
の
特
徴
を
は
っ
き
り
と
示

し
て
い
る
か
ら
、
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
み
な
ら
ず
紫
の
色
調
か
ら
も
ア
ン
ト
ワ
ー
プ

派
の
画
家
、
特
に
パ
テ
ィ
ニ
ー
ル
を
は
っ
き
り
と
想
起
さ
せ
、
一
見
す
る
と
フ
ラ

ン
ド
ル
派
の
作
と
思
え
る
ほ
ど
で
あ
る（
ａ
）。
一
五
一
五
年
、
ソ
ラ
ー
リ
オ
は
、
ミ

ラ
ノ
へ
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
も
か
く
イ
タ
リ
ア
に
戻
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
上
に
挙
げ
た
《
エ
ジ
プ
ト
逃
避
途
上
の
休
息
》
に

と
署
名
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

こ
れ
以
後
の
彼
に
つ
い
て
は
何
も
知
ら
れ
な
い
。
一
五
一
五
年
以
後
に
チ
ェ
ル

ト
ー
ザ
・
デ
ィ
・
パ
ヴ
ィ
ー
ア
修
道
院
の
祭
壇
画
（
今
日
同
修
道
院
新
聖
具
室
に
あ

る
）
を
描
い
た
こ
と
は
あ
り
得
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ソ
ラ
ー
リ
オ
が
未
完
の
ま
ま
に
し

た
上
部
は
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
カ
ン
ピ
に
よ
っ
て
一
五
七
六
年
頃
最
終
完
成
を
見

た
と
す
る
言
い
伝
え
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
カ
ン
ピ
は
、
当
時
損
傷
し

て
い
た
画
面
上
部
を
修
復
し
た
に
過
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。
思
う
に
画
家
は
作
品
を
上
か

ら
描
き
は
じ
め
る
の
で
あ
っ
て
、
下
か
ら
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る（
ｂ
）。

カ
ル
ヴ
ィ
が
繰
り
返
し
主
張
す
る
、
ソ
ラ
ー
リ
オ
は
一
五
一
三
年
頃
ア
ン
ド
レ
ー

ア
・
ダ
・
サ
レ
ル
ノ
（
サ
レ
ル
ノ
出
身
だ
っ
て
？
）
を
つ
れ
て
南
イ
タ
リ
ア
に
行
き
、

ナ
ポ
リ
で
は
彼
と
協
力
し
て
サ
ン
・
グ
ア
デ
ィ
オ
ー
ゾ
教
会
の
礼
拝
堂
の
壁
画
を
描

い
た
と
す
る
説（
ｃ
）
は
ま
っ
た
く
支
持
で
き
な
い
。
カ
ル
ヴ
ィ
は
チ
ェ
ー
ザ
レ
・
ダ
・

セ
ス
ト
と
混
同
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
三
点
の
男
の
肖
像
に
つ
い
て
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
最
初
の
一

点
は
一
五
一
五
頃
描
か
れ
た
。
ミ
ラ
ノ
の
ス
コ
ッ
テ
ィ
公
の
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

あ
り
、
レ
オ
ナ
ル
ド
作
と
し
て
展
示
し
て
あ
る
。
肖
像
の
主
の
表
情
は
鋭
く
、
眼
差

し
と
口
も
と
は
意
志
的
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
テ
ィ
家
で
は
書
記
官
モ
ロ
ー
ネ
の
肖
像
画

と
し
て
い
る（
ｄ
）（
17
）。
私
の
間
違
い
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
男
が
大
書
記
官
に
任
命

さ
れ
た
の
は
一
五
一
八
年
の
こ
と
に
過
ぎ
な
い
。

ミ
ラ
ノ
の
カ
ス
テ
ル
バ
ル
コ
伯
旧
蔵
の
二
点
目
の
肖
像
画
の
像
主
は
チ
ェ
ー
ザ

レ
・
ボ
ル
ジ
ャ
と
思
わ
れ
、
同
家
で
は
ラ
フ
ァ
エ
ロ
に
帰
し
て
い
た
。
修
復
に
よ
り

少
し
画
面
が
損
な
わ
れ
て
い
る（
18
）。

三
番
目
の
肖
像
画
は
一
番
で
き
が
よ
い
。
気
品
の
あ
る
騎
士
を
描
い
た
こ
の
肖
像

画
は
ミ
ラ
ノ
の
ペ
レ
ゴ
家
に
あ
る
が
、
軽
視
さ
れ
て
き
た
き
ら
い
が
あ
る（
ｅ
）（
19
）。

私
の
知
る
ア
ン
ド
レ
ー
ア
・
ソ
ラ
ー
リ
オ
の
デ
ッ
サ
ン
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ア
ッ

カ
デ
ミ
ア
美
術
館
の
一
点
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
は
チ
ェ
ル
ト
ー
ザ
・
デ
ィ
・
パ
ヴ
ィ
ー

ア
修
道
院
の
聖
具
室
の
絵
の
た
め
の
ペ
ン
に
よ
る
素
描
で
あ
る
。思
う
に
、こ
の
デ
ッ

サ
ン
に
は
、
兄
の
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
か
ら
デ
ッ
サ
ン
を
学
ん
だ
跡
が
認
め
ら
れ
る

（
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
の
数
点
の
ペ
ン
描
き
デ
ッ
サ
ン
が
ア
ン
ブ
ロ
ジ
ア
ー
ナ
美
術

館
に
あ
る
）。

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ（
20
）

ヴ
ァ
チ
カ
ン
美
術
館
は
非
常
に
興
味
深
い
が
未
完
の
レ
オ
ナ
ル
ド
の
大
き
な
絵
を

一
点
所
有
し
て
い
る
。
ひ
ざ
ま
づ
い
て
苦
行
す
る
聖
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
を
あ
ら
わ
す
こ

の
絵
は
、
専
門
家
に
は
最
高
に
興
味
を
そ
そ
る
作
品
だ
が
、
門
外
漢
に
は
嫌
悪
を
催

（
ａ
）
Ｗ
・
ボ
ー
デ
館
長
（
第
二
巻
、七
四
五
頁
）
は
反
対
に
、ソ
ラ
ー
リ
オ
の
こ
の
絵
に
ロ
ー
マ
の
影
響
（
？
）

を
見
て
い
る
。﹇
Ｍ
﹈ 

（
ｂ
）
事
実
、
特
に
聖
母
の
顔
と
、
聖
母
に
冠
を
か
ぶ
せ
る
二
人
の
天
使
の
顔
に
は
カ
ン
ピ
に
よ
る
改
筆
が
認

め
ら
れ
る
。

（
ｃ
）

 

﹇
Ｇ
・
カ
ル
ヴ
ィ
『
Ｇ
・
カ
ル
ヴ
ィ
の
収
集
・
展
示
に
か
か
る
ヴ
ィ

ス
コ
ン
テ
ィ
家
と
ス
フ
ォ
ル
ツ
ァ
家
時
代
の
ミ
ラ
ノ
で
活
躍
の
主
要
建
築
家
・
彫
刻
家
・
画
家
の
生
涯

と
作
品
』﹈ 

認
識
の
乏
し
い
純
朴
な
史
料
研
究
者
が
い
か
に
し
て
自
分
の
思
い
込
み
か
ら
間
違
い
を
犯

し
た
か
が
知
ら
れ
る
。﹇
Ｍ
﹈

（
ｄ
）
ジ
ェ
ロ
ー
ラ
モ
・
モ
ロ
ー
ネ

は
一
四
七
○
年
に
生
ま
れ
一
五
二
九
年
に
亡
く
な
っ

た
。
こ
の
肖
像
画
は
五
十
歳
間
近
の
男
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
ソ
ラ
ー
リ
オ
が
こ
れ
を
描
い

た
の
は
一
五
一
八
〜
一
五
二
○
年
頃
で
あ
ろ
う
。
事
実
こ
の
肖
像
画
は
書
記
官
と
し
て
の
モ
ロ
ー
ネ
で

あ
ろ
う
。
勲
章
の
比
較
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
に
判
断
で
き
る
。﹇
Ｍ
﹈

（
ｅ
）
今
日
カ
ヴ
ァ
リ
エ
ー
レ
た
る
Ｂ
・
ク
レ
ス
ピ
の
所
有
で
あ
り
、
修
復
家
ル
イ
ジ
・
カ
ヴ
ェ
ナ
ー
ギ
の
適

切
な
修
復
の
お
か
げ
で
良
好
な
状
態
を
保
っ
て
い
る
。﹇
Ｆ
﹈



̶ 133 ̶

ジョヴァンニ・モレッリ『イタリア絵画論－ローマのボルゲーゼ美術館とドーリア＝パンフィーリ美術館』翻訳（８）－ロンバルディア派（ベルナルディーノ・ルイーニからガウデンツィオ・フェッラーリまで）　上田恒夫

（ 22 ）

す
絵
で
あ
る
。
こ
の
絵
と
、
同
じ
く
荒
描
き
の
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
の
板
絵
《
マ
ギ

の
礼
拝
》（
図
版
②
）
と
、
幾
度
も
補
筆
を
重
ね
て
い
る
も
の
の
世
に
あ
ま
ね
く
知

ら
れ
た
《
最
後
の
晩
餐
》
以
外
に
は
、
確
証
を
も
っ
て
こ
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
巨
匠

に
帰
し
う
る
作
品
は
イ
タ
リ
ア
国
内
で
は
私
は
知
ら
な
い
。

先
に
見
た
よ
う
に
、
ボ
ー
デ
館
長
と
私
と
の
間
に
は
イ
タ
リ
ア
の
大
小
の
画
家
た

ち
を
め
ぐ
る
考
え
を
め
ぐ
っ
て
あ
ま
り
に
も
広
く
深
い
亀
裂
が
あ
る
か
ら
、
博
士
が

レ
オ
ナ
ル
ド
の
作
と
す
る
ボ
ル
ゲ
ー
ゼ
美
術
館
（
十
一
室
、
五
一
四
番
）
の
女
性
の

頭
部
の
デ
ッ
サ
ン（
21
）
は
、
質
的
に
せ
い
ぜ
い
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
デ
・
コ
ン
テ
ィ

の
模
倣
者
の
作
で
し
か
な
い
と
私
が
判
断
し
て
も
、
ま
っ
た
く
読
者
の
驚
く
と
こ
ろ

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
私
の
知
る
限
り
、
レ
オ
ナ
ル
ド
の
デ
ッ
サ
ン
の
真
作
は
ロ
ー
マ

に
も
ナ
ポ
リ
に
も
存
在
せ
ず
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
の
二
十
七
枚
の
レ
オ
ナ
ル
ド
作

と
さ
れ
る
デ
ッ
サ
ン
中
、
私
が
真
作
と
す
る
の
は
わ
ず
か
に
五
点
で
あ
る（
ａ
）。
こ

れ
に
対
し
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ア
ッ
カ
デ
ミ
ア
美
術
館
は
二
十
五
点
、
ト
リ
ノ
の

王
立
美
術
館
は
十
一
点
、
ま
た
、
ア
ン
ブ
ロ
ジ
ア
ー
ナ
美
術
館
は
『
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ

コ
手
稿
』
に
収
め
ら
れ
た
多
数
の
デ
ッ
サ
ン
は
別
に
し
て
十
点
の
真
作
の
デ
ッ
サ

ン
を
、
そ
れ
ぞ
れ
所
有
し
て
い
る
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の

レ
オ
ナ
ル
ド
の
デ
ッ
サ
ン
は
す
べ
て
に
お
い
て
、
線
は
左
か
ら
右
に
引
か
れ
て
い
る

（
ａ
） 

こ
の
よ
う
な
断
定
に
対
し
て
私
の
友
人
な
い
し
支
持
者
の
な
か
に
私
を
信
用
し
な
い
人
も
い
よ
う
か

ら
、
正
当
に
も
、
と
確
信
す
る
の
で
あ
る
が
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
が
レ
オ
ナ
ル
ド
作
と
す
る
デ
ッ
サ

ン
と
、
同
館
が
誤
っ
て
レ
オ
ナ
ル
ド
作
と
す
る
デ
ッ
サ
ン
と
を
指
摘
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
私
見
で
は
次

の
デ
ッ
サ
ン
が
真
作
で
あ
る
。

　
　

  

①
四
二
三
番
（
赤
チ
ョ
ー
ク
に
よ
る
向
き
合
っ
た
老
人
と
青
年
）

　
　

  

②
四
三
六
番
（
板
絵
《
マ
ギ
の
礼
拝
》
の
背
景
の
た
め
の
構
想
）

　
　

 

③ 

四
四
六
番
（
一
四
七
八
年
の
年
記
を
も
つ
戯
画
的
老
人
の
頭
部
と
青
年
及
び
機
械
装
置
の
メ
モ
的

デ
ッ
サ
ン
）

　
　

  

④
四
四
九
番
（
ペ
ン
描
き
の
横
向
き
の
男
の
頭
部
）

　
　

  

⑤ 

一
四
七
三
年
の
ペ
ン
描
き
の
風
景
。
以
上
、
全
五
点
が
真
作
で
あ
る
。

　

  

こ
れ
に
対
し
て
真
作
で
は
な
い
と
判
断
す
る
の
は
以
下
の
デ
ッ
サ
ン
で
あ
る
。

　
　

  

①
四
一
四
番
（
後
の
画
家
に
よ
る
）

　
　

  

②
四
一
九
番
（
コ
ピ
ー
）

　
　

  

③
四
二
○
番
（
レ
オ
ナ
ル
ド
と
す
る
に
は
弱
す
ぎ
る
）

　
　

  

④
四
二
一
番
（
ソ
ー
ド
マ
）、
ブ
ラ
ウ
ン
の
図
録
四
四
八

　
　

  

⑤
四
二
二
番
（
レ
オ
ナ
ル
ド
派
）

　
　

  

⑥
四
二
四
番
（
コ
ピ
ー
）

　
　

  

⑦
四
二
五
番
（
レ
オ
ナ
ル
ド
派
）

　
　

  

⑧
四
二
六
番
（
レ
オ
ナ
ル
ド
派
）

　
　

  

⑨
四
二
七
番
（
Ａ
・
デ
・
プ
レ
ー
デ
ィ
ス
？
）

　
　

  

⑩
四
二
八
番
（
フ
ラ
ン
ド
ル
派
画
家
に
よ
る
ヴ
ェ
ロ
ッ
キ
ォ
の
コ
ピ
ー
）、
ブ
ラ
ウ
ン
の
図
録
四
二
九
番

　
　

  

⑪
四
二
九
番
（
レ
オ
ナ
ル
ド
派
）

　
　

  
⑫
四
三
○
番
（
レ
オ
ナ
ル
ド
派
）

　
　

  
⑬
四
三
一
番
（
レ
オ
ナ
ル
ド
派
）

　
　

  
⑭
四
三
二
番
（
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
デ
ィ
・
ク
レ
ー
デ
ィ
に
よ
る
コ
ピ
ー
）

　
　

  

⑮
四
三
三
番
・
四
三
四
番
（
模
作
）

　
　

  

⑯
四
四
七
番
（
贋
作
）

　
　

  

⑰
四
四
八
番
・
四
五
○
番
・
四
五
一
番
（
模
作
）﹇
Ｍ
﹈

図版②　レオナルド・ダ・ヴィンチ《マギの礼拝》 フィレンツェ ウフィツィ美術館



̶ 132 ̶

金沢美術工芸大学　紀要　No.53　2009

（ 23 ）

が
、
こ
れ
は
レ
オ
ナ
ル
ド
が
書
字
の
さ
い
も
デ
ッ
サ
ン
の
さ
い
も
左
手
を
使
う
の
が

通
例
だ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、「
丸
味
の
あ
る
物
体
を
描
く
と
き
」
に
の
み
右
手
を
使

う
こ
と
が
あ
っ
た
。
も
し
私
の
考
え
が
正
し
い
か
ど
う
か
確
認
し
た
か
っ
た
ら
、
こ

の
観
点
か
ら
「
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
コ
手
稿
」
の
全
デ
ッ
サ
ン
を
検
討
し
、
パ
リ
、
イ
ギ

リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
に
あ
る
レ
オ
ナ
ル
ド
の
手
稿
の
デ
ッ
サ
ン
を
分
析
し
、
優
れ
た
判

断
に
も
と
づ
い
て
選
ば
れ
た
Ｊ
・
Ｐ
・
リ
ヒ
タ
ー
博
士
の
第
一
級
の
レ
オ
ナ
ル
ド
論

（

）

に
掲
載
さ
れ
た
デ
ッ
サ
ン
も
検
討
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
公
平
な
読

者
な
ら
ば
、
あ
の
「
精
神
的
内
容
」（
22
）
を
根
拠
に
、
あ
る
い
は
、
よ
く
あ
る
こ
と

だ
が
恣
意
的
に
、
レ
オ
ナ
ル
ド
に
帰
さ
れ
た
多
数
の
デ
ッ
サ
ン
と
絵
に
対
し
て
、
私

が
正
当
な
異
議
を
申
し
立
て
た
の
は
間
違
い
で
は
な
い
と
確
信
し
て
い
た
だ
け
る
と

思
う
。
レ
オ
ナ
ル
ド
作
と
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
デ
ッ
サ
ン
の
最
良
の
も
の
は
す
で
に
見

た
よ
う
に
、
ボ
ル
ト
ラ
ッ
フ
ィ
ォ
、
ソ
ー
ド
マ
、
チ
ェ
ー
ザ
レ
・
ダ
・
セ
ス
ト
、
ジ
ャ

ン
ピ
エ
ト
リ
ー
ノ
と
い
っ
た
レ
オ
ナ
ル
ド
の
弟
子
た
ち
に
、
あ
る
い
は
ア
ン
ブ
ロ
ー

ジ
ォ
・
デ
・
プ
レ
ー
デ
ィ
ス
（
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
）、
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
デ
・
コ

ン
テ
ィ
（
ア
ン
ブ
ロ
ジ
ア
ー
ナ
、
ル
ー
ヴ
ル
ほ
か
）
と
い
っ
た
模
倣
者
に
、
帰
さ
れ

る
。
ボ
ル
ゲ
ー
ゼ
美
術
館
の
こ
の
女
性
頭
部
の
ご
と
く
亜
流
作
は
、
後
に
あ
ら
わ
れ

た
芸
術
家
の
コ
ピ
ー
か
贋
作
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
の
種
の
贋
作
は
少
な
か
ら
ず

あ
る（
ａ
）。

も
し
私
の
よ
う
な
南
の
人
が
軽
は
ず
み
に
北
の
人
を
、
特
に
Ｗ
・
ボ
ー
デ
館
長
の

よ
う
な
地
位
に
あ
る
人
を
悪
く
言
お
う
も
の
な
ら
、
ま
こ
と
に
許
す
べ
か
ら
ざ
る
傲

慢
な
人
だ
と
思
わ
れ
よ
う
。
し
か
し
他
面
、
ベ
ル
リ
ン
の
こ
の
博
士
が
自
信
満
々
に

レ
オ
ナ
ル
ド
に
匹
敵
す
る
芸
術
家
の
デ
ッ
サ
ン
と
絵
を
作
家
判
定
し
て
こ
う
し
た
画

家
に
途
方
も
な
い
害
を
与
え
た
こ
と
を
考
え
る
に
つ
け
、
こ
の
際
、
そ
の
よ
う
な
冒

涜
は
許
さ
れ
な
い
と
公
に
抗
議
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
（
公
平
な
人
間
で
あ
る

私
を
悪
く
思
わ
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
）。
も
し
ボ
ー
デ
館
長
が
レ
オ
ナ
ル
ド
の
作

と
し
た
い
く
つ
か
の
絵
、
例
え
ば
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
の
《
受
胎
告
知
》、
ベ
ル
リ

ン
美
術
館
の
《
キ
リ
ス
ト
の
復
活
》、
ア
ン
ブ
ロ
ジ
ア
ー
ナ
美
術
館
の
横
向
き
の
女

性
頭
部
像
と
未
完
の
男
性
頭
部
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美

術
館
の
《
授
乳
の
聖
母
》
な
ど
が
、ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
の
《
羊
飼
い
の
礼
拝
》、ヴ
ァ

チ
カ
ン
美
術
館
の
《
聖
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
》、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
《
モ
ナ
リ
ザ
》《
岩

窟
の
聖
母
》
と
比
肩
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
ボ
ー
デ
館
長
の
仲
間
な
い
し
そ
の
徒
党
で

あ
っ
て
も
そ
れ
ら
の
す
べ
て
に
同
じ
レ
オ
ナ
ル
ド
の
精
神
と
手
を
認
め
よ
う
と
し
な

い
の
は
わ
か
り
き
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
私
と
同
じ
く
ボ
ー
デ
館
長
に
と
っ
て
も
真
実

が
肝
要
な
の
で
あ
る
か
ら
、
今
言
っ
た
こ
と
は
と
ん
で
も
な
い
侮
蔑
で
あ
る
と
受
け

取
る
こ
と
の
な
い
よ
う
願
う
。
誠
意
か
ら
出
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。

（
ａ
） 

芸
術
学
の
初
心
者
の
教
育
の
た
め
に
、
こ
こ
で
レ
オ
ナ
ル
ド
に
帰
さ
れ
て
い
る
も
の
の
私
見
で
は
こ
の

種
の
贋
作
で
あ
る
デ
ッ
サ
ン
を
半
ダ
ー
ス
ほ
ど
示
し
た
い（
23
）。

　
　

 

① 

ウ
ィ
ン
ザ
ー
：
地
面
に
座
る
聖
母
と
幼
児
キ
リ
ス
ト
の
ペ
ン
画
及
び
猫
と
た
わ
む
れ
る
四
人
の
プ
ッ

ト
の
習
作
（
ヴ
ロ
ー
ヴ
ノ
ア
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
図
録
五
十
七
番
）。

　
　

 

② 

ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
ナ
：
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
と
マ
リ
エ
ッ
テ
旧
蔵
の
大
フ
ォ
リ
オ
：
両
側
の
七
つ
の
頭
部
は

レ
オ
ナ
ル
ド
の
真
作
だ
が
、
中
央
の
女
性
頭
部
と
童
形
の
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
（
ブ
ラ
ウ
ン
の
図
録
一
○

二

－

一
○
九
番
）
は
真
作
で
は
な
い
。

　
　

 

③ 

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
サ
ル
・
オ
・
ボ
ワ
ッ
ト
：
右
向
き
、
左
向
き
の
青
年
の
頭
部
の
ペ
ン
描
き
デ
ッ

サ
ン
と
そ
の
横
の
戯
画
（
レ
イ
セ
の
図
録
三
八
二
番
。
贋
作
、
ブ
ラ
ウ
ン
の
図
録
一
七
四
番
）。
特

に
目
と
髪
の
デ
ッ
サ
ン
を
見
て
ほ
し
い
。

　
　

 

④ 

ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
ナ
：
五
つ
の
戯
画
と
横
向
き
の
二
つ
の
頭
部
を
あ
ら
わ
す
ペ
ン
描
き
デ
ッ
サ
ン

（
ブ
ラ
ウ
ン
の
図
録
九
十
八
番
）。

　
　

 

⑤ 

大
英
博
物
館
：
三
つ
の
戯
画
と
そ
の
上
に
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
名
と
一
四
七
六
年
の
年

記
の
あ
る
ペ
ン
描
き
デ
ッ
サ
ン
（
ブ
ラ
ウ
ン
の
図
録
四
十
九
番
）
は
フ
ラ
ン
ド
ル
画
家
の
作
。
同
博

物
館
の
歯
を
見
せ
る
老
人
の
頭
部
（
ブ
ラ
ウ
ン
の
図
録
二
十
七
番
）
も
フ
ラ
ン
ド
ル
派
の
作
。

　
　

 

⑥ 

大
英
博
物
館
：
寓
意
像
（
鏡
を
も
つ
青
年
ほ
か
）
を
あ
ら
わ
す
水
彩
デ
ッ
サ
ン
。
真
作
は
ル
ー
ヴ
ル

美
術
館
の
サ
ル
・
オ
・
ボ
ワ
ッ
ト
に
あ
る
（
ブ
ラ
ウ
ン
の
図
録
五
十
三
番
）。

　
　

  

注
目
す
べ
き
こ
と
だ
が
、
す
で
に
十
六
世
紀
に
イ
タ
リ
ア
の
内
外
で
こ
の
国
の
大
芸
術
家
ら
が
い
か
に

誤
っ
て
美
術
愛
好
家
に
紹
介
さ
れ
、
先
に
見
た
よ
う
に
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
が
ご
と
き
人
で
さ
え
同
郷
の
大
芸

術
家
を
見
誤
り
（
レ
オ
ナ
ル
ド
の
作
品
は
、
最
も
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
も
含
め
て
す
べ
て
、
魂
の
表

出
の
ゆ
え
に
軽
ん
じ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
）、
自
ら
所
蔵
し
て
い
た
あ
の
フ
ォ
リ
オ
に
含
ま
れ
る

二
点
の
デ
ッ
サ
ン
を
レ
オ
ナ
ル
ド
に
帰
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ヴ
ェ
ネ
ト
地
方
に
お
い
て
も
同
じ
運
命

が
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ベ
ッ
リ
ー
ニ
、ジ
ョ
ル
ジ
ョ
ー
ネ
ほ
か
の
画
家
た
ち
に
降
り
か
か
っ
た
が
、そ
れ
は
、

中
部
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
そ
れ
以
前
の
芸
術
家
た
ち
の
存
在
を
陰
に
追
い
や
っ
た

の
と
同
じ
よ
う
に
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
、
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
、
パ
オ
ロ
・
ヴ
ェ
ロ

ネ
ー
ゼ
ら
の
栄
光
が
そ
れ
以
前
の
画
家
た
ち
を
見
る
目
を
く
ら
ま
せ
て
し
ま
っ
た
か
ら
な
の
だ
。
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ガ
ウ
デ
ン
ツ
ィ
オ
・
フ
ェ
ッ
ラ
ー
リ（
24
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ロ
ー
マ
、
パ
レ
ル
モ
、
ナ
ポ
リ
の
ど
こ
に
も
ガ
ウ
デ
ン
ツ
ィ

オ
・
フ
ェ
ッ
ラ
ー
リ
の
絵
は
存
在
し
な
い
。
思
う
に
こ
の
事
実
は
、
ガ
ウ
デ
ン
ツ
ィ

オ
は
一
度
も
ア
ペ
ニ
ン
山
脈
を
越
え
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
の
、
ま
た
こ
の
画

家
が
ピ
エ
ト
ロ
・
ペ
ル
ジ
ー
ノ
の
門
で
修
養
し
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
友
人
で
あ
っ
た
と
い

う
の
は
単
な
る
作
り
話
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
、
消
極
的
で
は
あ
れ
、
証
拠
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
後
で
論
証
し
よ
う
。
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
シ
ャ
ッ
ラ
＝
コ
ロ
ン
ナ
の
大

祭
壇
画
《
聖
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
ダ
・
シ
エ
ナ
の
ア
ポ
テ
オ
ー
シ
ス
》（
25
）
は
不

思
議
に
も
同
館
で
は
ガ
ウ
デ
ン
ツ
ィ
オ
作
と
し
て
い
る
が
、
彼
の
作
品
で
も
北
イ
タ

リ
ア
派
の
作
品
で
も
な
い
。
思
う
に
こ
れ
は
十
六
世
紀
末
シ
エ
ナ
の
画
家
の
作
品
で

あ
る
。
カ
ピ
ト
リ
ー
ノ
美
術
館
の
小
さ
な
《
聖
母
子
》（
第
一
室
二
一
○
番
）
の
奇

妙
な
作
家
判
定
は
そ
の
他
の
絵
の
場
合
と
同
様
、
ま
ず
間
違
い
な
く
「
勘
違
い

」
に
よ
る
。
按
ず
る
に
、こ
の
絵
が
フ
ェ
ッ
ラ
ー
ラ
か
ら
ロ
ー
マ
に
来
た
と

き
こ
の
板
絵
の
裏
側
に

と
記
さ
れ
、当
時
の
館
長
は
都
市
名
を
フ
ェ
ッ
ラ
ー

ラ
派
の
画
家
名
と
誤
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
小
さ
な
絵
は
目
の
利
か
な
い
専
門

家
の
目
に
も
一
目
見
た
だ
け
で
ガ
ロ
ー
フ
ァ
ロ
派
の
作
と
写
る（
26
）。
少
な
く
と
も

そ
う
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
う
で
は
な
い
。
最
近
亡
く
な
っ
た
ト
ン
マ
ー
ゾ
・

ミ
ナ
ル
デ
ィ
教
授
は
他
の
学
者
と
同
様
、疑
い
も
せ
ず
こ
の
作
家
判
定
を
受
け
入
れ
、

ガ
ウ
デ
ン
ツ
ィ
オ
・
フ
ェ
ッ
ラ
ー
リ
と
ミ
ラ
ノ
派
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。
存
命
中

彼
が
ロ
ー
マ
と
各
地
の
教
皇
領
で
芸
術
学
の
権
威
と
し
て
通
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ど

う
か
と
か
ミ
ナ
ル
デ
ィ
の
著
書
が
我
が
聖
な
る
ロ
シ
ア
や
学
術
の
国
ド
イ
ツ
に
た
く

さ
ん
あ
り
は
し
な
い
か
な
ど
と
詮
索
し
た
く
は
な
い
。
ミ
ナ
ル
デ
ィ
は
絵
画
の
教
授

に
し
て
専
門
家
で
あ
り
、
単
な
る
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。

さ
て
、私
の
知
っ
て
い
る
二
人
の
ミ
ラ
ノ
の
画
家
、ア
ン
ブ
ロ
ー
ジ
ォ
・
デ
・
プ
レ
ー

デ
ィ
ス
と
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
デ
・
コ
ン
テ
ィ
に
つ
い
て
語
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

   

訳 

注

　 

＊
以
下
の
訳
注
に
お
い
て
、
作
品
の
所
在
、
今
日
に
お
け
る
作
家
判
定
、
作
品
に
か
か
る
項

目
等
は
主
に

の
注
に
負
う
。
そ
の
他
は
訳
者
（
上
田
）
の
注
で
あ
る
。

（
１
） 

ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
ル
イ
ー
ニ
（
一
四
八
○
／
八
五
〜
一
五
三
二
頃
）
は
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ

ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
代
表
的
画
家
。
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
と
ラ
フ
ァ
エ
ロ
ら
中
部

イ
タ
リ
ア
及
び
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
古
典
期
の
絵
画
の
影
響
を
受
け
た
が
、
と
く
に
レ
オ
ナ
ル

ド
的
な
ス
フ
マ
ー
ト
と
人
物
の
顔
の
フ
ォ
ル
ム
が
容
易
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
作
品
は
後
世

広
く
愛
好
さ
れ
、
十
九
世
紀
に
は
彼
の
壁
画
や
板
絵
の
多
く
が
カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
移
し
替
え
ら

れ
、
補
修
さ
れ
た
の
で
、
彼
に
帰
さ
れ
る
作
品
は
多
い
も
の
の
、
真
贋
の
判
定
が
む
ず
か
し

く
、モ
レ
ッ
リ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
レ
オ
ナ
ル
ド
に
帰
さ
れ
た
作
品
が
少
な
く
な
い
。
モ
レ
ッ

リ
は
そ
う
し
た
時
代
の
試
練
を
経
た
後
の
ル
イ
ー
ニ
の
作
品
の
真
贋
に
分
け
入
っ
た
。

（
２
） 

今
日
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の
フ
ァ
イ
ン
・
ア
ー
ツ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
所
蔵
。
作
者
に
つ
い
て
異
論
も

あ
る
。

（
３
） 

ル
イ
ー
ニ
作
と
認
め
ら
れ
る
。

（
４
） 

ル
イ
ー
ニ
作
と
認
め
ら
れ
な
い
。

（
５
） 

ア
ン
ド
レ
ー
ア
・
ソ
ラ
ー
リ
オ
（
ミ
ラ
ノ
一
四
六
五
頃
〜
ミ
ラ
ノ
一
五
二
四
）　

ソ
ラ
ー
リ
オ

四
兄
弟
の
な
か
で
ア
ン
ド
レ
ー
ア
の
み
画
家
で
、
ア
ン
ド
レ
ー
ア
は
自
身
の
工
房
を
も
た
ず

兄
弟
と
一
緒
に
制
作
し
た
ら
し
い
。ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
・
ソ
ラ
ー
リ
オ（
通
称
ゴ
ッ
ボ
）は
兄
。

ア
ン
ド
レ
ー
ア
の
サ
イ
ン
の
あ
る
作
品
は
一
四
九
五
年
か
ら
一
五
一
五
年
に
及
び
、
初
期
に

は
ア
ン
ト
ネ
ッ
ロ
・
ダ
・
メ
ッ
シ
ー
ナ
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
（
一
四
九
五
年
の
ブ
レ
ー
ラ

美
術
館
の
《
聖
母
子
と
諸
聖
人
》）。
モ
レ
ッ
リ
が
本
文
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
兄
の
ク
リ
ス

ト
ー
フ
ォ
ロ
と
と
も
に
ム
ラ
ー
ノ
島
（
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
）
に
行
っ
た
さ
い
の
作
品
で
あ
ろ
う
。

同
じ
一
四
九
五
年
ミ
ラ
ノ
に
戻
り
、
名
声
を
確
立
。
そ
の
後
一
五
○
七
年
〜
一
五
○
九
年
フ

ラ
ン
ス
の
ガ
イ
ヨ
ン
で
枢
機
卿
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ダ
ン
ボ
ワ
ー
ズ
一
世
の
城
館
で
制
作
。
帰
国
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後
ミ
ラ
ノ
を
統
治
す
る
シ
ャ
ル
ル
・
ダ
ン
ボ
ワ
ー
ズ
二
世
の
た
め
に
制
作
。
次
い
で
ロ
ー
マ

に
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ア
ン
ド
レ
ー
ア
の
生
涯
に
わ
た
る
作
風
は
初
期
の
克
明
・
堅
牢
な

描
写
か
ら
後
年
の
優
美
な
絵
画
的
表
現
へ
の
ゆ
る
や
か
な
展
開
を
示
す
が
、
そ
こ
に
は
フ
ラ

ン
ド
ル
絵
画
の
影
響
も
認
め
ら
れ
る
。モ
レ
ッ
リ
も
指
摘
す
る
レ
オ
ナ
ル
ド
的
な
柔
和
な
フ
ォ

ル
ム
は
ア
ン
ド
レ
ー
ア
の
傑
作
《
緑
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
聖
母
》（
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
）
に
顕
著

だ
が
、
祈
念
画
（

）
の
傾
向
を
強
め
、
ボ
ル
ゲ
ー
ゼ
美
術
館
の
《
十
字

架
を
担
う
キ
リ
ス
ト
》（
図
版
① 

た
だ
し
モ
レ
ッ
リ
は
フ
ラ
ン
ド
ル
派
画
家
に
帰
し
て
い
る
）、

ポ
ル
デ
ィ
＝
ペ
ッ
ツ
ォ
ー
リ
美
術
館
の
《
エ
ジ
プ
ト
逃
避
途
上
の
休
息
》（
一
五
一
五
年
）
に

見
ら
れ
る
ご
と
く
北
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
祈
念
画
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
は
ソ

ラ
ー
リ
オ
に
つ
い
て
コ
レ
ッ
ジ
ォ
伝
で
触
れ
る
の
み
で
詳
し
く
取
り
上
げ
な
い
。
ソ
ラ
ー
リ

オ
の
再
評
価
は
ミ
ュ
ン
ト
ラ
ー
と
モ
レ
ッ
リ
の
功
績
で
あ
り
、
モ
レ
ッ
リ
は
以
前
か
ら
研
究

し
て
き
た
ソ
ラ
ー
リ
オ
に
つ
い
て
本
書
で
修
正
を
加
え
て
収
録
し
て
い
る
。

（
6
） 

板
に
油
彩
で
描
か
れ
る
。
裏
に
書
か
れ
た
ソ
ラ
ー
リ
オ
の
署
名
と
一
五
一
一
年
の
年
紀
は

疑
わ
し
い
が
、
絵
自
体
は
今
日
ソ
ラ
ー
リ
オ
の
真
作
と
認
め
ら
れ
る
。

（

）

（
7
） 《
エ
ジ
プ
ト
逃
避
途
上
の
休
息
》
は
一
八
五
五
年
モ
レ
ッ
リ
が
ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
コ
モ
・
ポ
ル
デ
ィ

に
売
却
し
、
モ
ル
テ
ー
ニ
が
修
復
し
た
。
ミ
ラ
ノ
に
お
け
る
モ
レ
ッ
リ
と
友
人
ら
に
ま
つ
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

（
8
） 

作
家
に
つ
い
て
異
論
な
い
が
、
制
作
時
期
に
つ
い
て
意
見
が
分
か
れ
る
。
初
期
の
作
と
す
る

モ
レ
ッ
リ
の
判
断
が
妥
当
か
。

（
9
） 

主
題
は
《
聖
母
子
》。
ソ
ラ
ー
リ
オ
の
若
年
の
作
と
さ
れ
る
。

（
10
） 

ブ
レ
ー
ラ
美
術
館
の
《
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
聖
母
》（
二
八
三
番
）。
か
つ
て
画
中
に
あ
っ
た

の
署
名
は
当
時
ポ
ル
デ
ィ
＝
ペ
ッ
ツ
ォ
ー
リ
美
術
館
長
だ
っ
た
モ

ル
テ
ー
ニ
に
よ
っ
て
取
り
去
ら
れ
た
。

（
11
） 

ロ
ン
ド
ン
、ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
《
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
・
ロ
ン
ゴ
ー

ニ
の
肖
像
》。
ロ
ン
ゴ
ー
ニ
は
ソ
ラ
ー
リ
オ
の
友
人
。
一
八
六
三
年
モ
レ
ッ
リ
の
友
人
の
画
家
・

修
復
家
モ
ル
テ
ー
ニ
は
こ
の
絵
が
海
外
流
出
す
る
の
を
避
け
る
べ
く
ブ
レ
ー
ラ
美
術
館
が
こ

の
絵
を
取
得
す
る
よ
う
館
長
に
働
き
か
け
た
が
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
当
時
イ
タ
リ
ア
に
い
た

ロ
ン
ド
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
館
長
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ロ
ッ
ク
・
イ
ー
ス
ト
レ
ー
ク
（
モ

レ
ッ
リ
の
友
人
）
が
モ
ル
テ
ー
ニ
の
仲
介
で
こ
れ
を
購
入
し
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
所
有
と
な
っ

た
。

に
よ
る
。

（
12
） 

ポ
ル
デ
ィ
＝
ペ
ッ
ツ
ォ
ー
リ
美
術
館
の
二
点
は
同
美
術
館
が
一
八
六
○
年
に
モ
レ
ッ
リ
か
ら

購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
13
） 

モ
レ
ッ
リ
と
交
流
の
あ
っ
た
ウ
ィ
ー
ン
の
オ
ッ
ト
ー
・
ミ
ュ
ン
ト
ラ
ー
が
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館

で
認
め
、
ア
ン
ド
レ
ー
ア
・
ソ
ラ
ー
リ
オ
作
と
判
定
し
た
。

（
14
）
ア
ン
ド
レ
ー
ア
・
ソ
ラ
ー
リ
オ
が
描
い
た
肖
像
に
も
と
づ
く
、
同
時
代
の
画
家
に
よ
る
コ
ピ
ー

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）
今
日
プ
リ
ン
ス
ト
ン
（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
）
の
Ｊ
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
夫

妻
所
蔵
。

（
16
） 

今
日
ミ
ラ
ノ
の
カ
ス
テ
ル
・
ス
フ
ォ
ル
ツ
ェ
ス
コ
所
蔵
。
ボ
ル
ト
ラ
ッ
フ
ィ
オ
作
と
す
る
説

も
あ
る
。

（
17
） 

ミ
ラ
ノ
の
ガ
ッ
ラ
ラ
ー
テ
ィ
＝
ス
コ
ッ
テ
ィ
所
蔵
。
ソ
ラ
ー
リ
オ
作
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。

（
18
）
作
者
に
つ
い
て
異
説
あ
り
。

（
19
） 
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
オ
フ
・
ア
ー
ト
所
蔵
。
今
日
バ
ル
ト
ロ
メ
ー
オ
・

ヴ
ェ
ネ
ト
に
帰
さ
れ
る
。
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（
20
） 

以
下
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
レ
オ
ナ
ル
ド
の
項
が
置
か
れ
た
位
置
と
記
述
の
少
な
さ
に
つ
い
て

読
者
に
は
期
待
は
ず
れ
の
感
が
強
い
。
な
ぜ
レ
オ
ナ
ル
ド
が
唐
突
に
こ
こ
に
扱
わ
れ
る
の
か
。

も
し
モ
レ
ッ
リ
に
北
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
レ
オ
ナ
ル
ド
の
影
響
の
裾
野
の
広
が
り
を
検
証
し

従
来
の
正
確
さ
に
欠
け
る
作
家
判
定
を
や
り
な
お
す
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
な
ら
（
実
際
そ

れ
が
あ
っ
た
こ
と
は
本
文
を
読
め
ば
明
か
で
あ
る
）、
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
派
の
章
の
冒
頭
で
ま

ず
レ
オ
ナ
ル
ド
を
論
ず
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
ミ
ラ
ノ
の
壁
画
《
最
後
の
晩
餐
》
が
名
の

み
挙
げ
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
モ
レ
ッ
リ
の
扱
う
の
が
主
に
イ
ー
ゼ
ル
画
で
あ
っ
た
に
し
て

も
、
ソ
ド
マ
の
項
（
本
紀
要
五
十
一
号
）
で
は
ソ
ド
マ
の
壁
画
に
も
ス
ペ
ー
ス
を
割
い
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
は
当
然
予
想
さ
れ
る
が
、
し
か
し
モ
レ
ッ
リ
が
直
面
し
た
の
は
レ
オ

ナ
ル
ド
圏
内
の
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
派
画
家
を
め
ぐ
る
作
家
判
定
の
甘
さ
と
い
う
現
実
で
あ
り
、

そ
の
評
価
替
え
を
喫
緊
の
問
題
と
し
た
モ
レ
ッ
リ
に
と
っ
て
通
常
の
美
術
史
学
に
求
め
ら
れ

る
記
述
方
法
と
構
成
は
あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
事
実
、こ
の
「
ロ

ン
バ
ル
デ
ィ
ア
派
」
の
章
の
画
家
名
列
を
見
た
だ
け
で
も
疑
問
な
点
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
本
紀
要
第
五
十
号
（
平
成
十
八
年
三
月
）
59
（
62
）
頁
の
「
付
記
」
を
参
照
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
参
考
ま
で
に
、
フ
リ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
版
（
こ
の
日
本
語
訳
の
底
本
）
の
「
ロ
ン

バ
ル
デ
ィ
ア
派
」
の
章
に
見
る
画
家
名
列
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

 

ソ
ー
ド
マ
（
本
紀
要
五
十
一
号
）、
ジ
ャ
ン
ピ
エ
ト
リ
ー
ノ
、
ボ
ル
ト
ラ
ッ
フ
ィ
オ
、
ニ
コ
ー

ラ
・
ア
ッ
ピ
ア
ー
ニ
、
チ
ェ
ー
ザ
レ
・
ダ
・
セ
ス
ト
（
以
上
本
紀
要
五
十
二
号
）、
ベ
ル
ナ
ル

デ
ィ
ー
ノ
・
ル
イ
ー
ニ
、
ア
ン
ド
レ
ー
ア
・
ソ
ラ
ー
リ
オ
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
、

ガ
ウ
デ
ン
ツ
ィ
オ
・
フ
ェ
ッ
ラ
ー
リ
（
以
上
紀
要
本
号
）、
ア
ン
ブ
ロ
ー
ジ
ォ
・
デ
・
プ
レ
ー

デ
ィ
ス
、
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
デ
・
コ
ン
テ
ィ
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
フ
ラ
ン
チ
ャ
、
ソ
フ
ォ

ニ
ス
バ
・
ア
ン
グ
ィ
ッ
ソ
ー
ラ
。

 

　

ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
に
お
け
る
レ
オ
ナ
ル
ド
の
影
響
に
つ
い
て
の
モ
レ
ッ
リ
の
批
評
を
読
む

際
、
も
う
一
点
注
意
し
て
お
き
た
い
。
モ
レ
ッ
リ
は
大
体
に
お
い
て
対
象
作
品
中
の
顔
の
モ

デ
リ
ン
グ
と
ス
フ
マ
ー
ト
を
指
標
に
し
て
レ
オ
ナ
ル
ド
の
影
響
に
つ
い
て
語
る
一
方
、
非
レ

オ
ナ
ル
ド
的
性
格
、例
え
ば
ア
ン
ド
レ
ー
ア
・
ソ
ラ
ー
リ
オ
の《
十
字
架
を
担
う
キ
リ
ス
ト
》（
図

版
①
）
の
北
方
的
性
格
に
つ
い
て
も
指
摘
す
る
が
、
例
え
ば
ガ
ウ
デ
ン
ツ
ィ
オ
・
フ
ェ
ッ
ラ
ー

リ
の
い
く
つ
か
の
作
品
に
即
し
て
み
る
と
、
画
家
独
自
の
新
し
い
パ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
傾
向
が

レ
オ
ナ
ル
ド
の
影
響
を
打
ち
消
す
ほ
ど
に
強
い
こ
と
が
あ
る
。
モ
レ
ッ
リ
的
作
家
判
定
の
レ

ベ
ル
と
全
体
的
芸
術
的
判
断
の
レ
ベ
ル
と
が
総
合
さ
れ
た
記
述
が
あ
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
か
。
こ
れ
を
読
む
際
の
問
題
意
識
と
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
モ
レ
ッ

リ
自
身
も
「
全
体
的
直
観
」
は
否
定
し
て
い
な
い
と
再
三
言
明
し
て
は
い
る
が
、
レ
オ
ナ
ル

ド
の
項
で
そ
れ
を
具
体
的
に
感
じ
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
目
利
き
の
判
断
と
そ
れ
を
語
る

言
葉
と
は
別
物
で
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
る
。

（
21
）
ボ
ル
ゲ
ー
ゼ
美
術
館
で
も
古
く
か
ら
レ
オ
ナ
ル
ド
作
と
し
て
き
た
が
、

は

に
帰
す
。

（
22
） 

モ
レ
ッ
リ
が
こ
こ
で
「
い
わ
ゆ
る
精
神
的
内
容

」
と
い
う
の
は
、
目
利

き
の
細
部
分
析
を
批
判
し
て
レ
オ
ナ
ル
ド
ほ
ど
の
大
芸
術
家
の
真
贋
判
定
に
は
芸
術
家
の
魂

こ
そ
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
シ
ャ
ル
ル
・
ブ
ラ
ン
の
言
葉
を
指
し
て
い
る
。
本
書

第
一
章
序
論
「
基
本
理
念
と
方
法
」
で
モ
レ
ッ
リ
が
引
用
し
た
ブ
ラ
ン
の
こ
と
ば
を
再
引
す

る
。「
一
枚
の
絵
の
真
贋
の
判
定
に
は
、
画
家
の
技
法
よ
り
も
そ
の
精
神
を
理
解
す
る
こ
と
の

方
が
は
る
か
に
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
技
法
は
習
得
で
き
、
筆
法
は
伝
授
さ
れ
模
倣
さ

れ
る
が
、
魂
は
伝
授
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
。
魂
は
本
質
的
に
模
倣
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
芸
術
家
の
作
品
の
な
か
で
特
に
筆
づ
か
い
の
習
癖
に
注
目
す
る
多
く
の

目
利
き
と
は
違
っ
て
、
私
は
何
は
さ
て
お
き
ま
ず
芸
術
家
の
精
神
の
形
を
見
極
め
た
と
思
う
」

（『
金
沢
美
術
工
芸
大
学
紀
要
』
第
四
十
七
号
、
七
十
五
（
４
）
頁
）。
モ
レ
ッ
リ
は
、
こ
の
よ

う
な
精
神
的
内
容
な
り
魂
の
直
観
的
把
握
に
対
し
て
、
作
品
に
現
前
し
て
い
る
個
別
具
体
的

な
画
家
の
手
法
・
習
癖
を
作
家
判
定
の
基
礎
と
す
る
が
、
し
か
し
「
全
体
印
象
」「
直
観
」
を

否
定
し
て
は
い
な
い
。
モ
レ
ッ
リ
が
否
定
す
る
の
は
、
直
観
の
み
を
頼
り
に
結
論
を
出
す
学

者
ら
の
判
断
で
あ
る
。「
美
術
品
の
作
家
判
定
が
、
個
々
の
大
作
家
に
固
有
の
形
を
観
察
し
会

得
し
て
得
ら
れ
た
知
識
を
検
討
に
入
れ
ず
に
、
た
だ
美
術
品
の
全
体
印
象
だ
け
に
頼
っ
て
い

る
限
り
・・・
美
術
史
は
相
変
わ
ら
ず
砂
上
の
楼
閣
の
ま
ま
に
終
わ
る
と
言
い
た
い
」（
同
じ
く

「
基
本
理
念
と
方
法
」、
一
○
二
（
29
）
頁
）。
胸
に
迫
る
文
章
で
あ
る
。
作
品
全
体
の
美
的
直

観
と
特
殊
細
部
の
デ
ッ
サ
ン
と
の
双
方
の
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
モ
レ
ッ
リ
の
作
家
判
定
は
成
り

立
っ
て
い
る
。
そ
の
限
り
で
は
、
何
度
で
も
言
う
が
、
リ
オ
ネ
ロ
・
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ー
リ
（『
美

術
批
評
史
』）の
、モ
レ
ッ
リ
は
作
品
の
全
体
的
価
値
を
軽
視
し
た
と
い
う
批
判
や
、マ
ッ
ク
ス
・

フ
リ
ー
ト
レ
ン
ダ
ー
（『
芸
術
と
芸
術
批
評
』）
の
、
モ
レ
ッ
リ
の
方
法
は
事
後
の
証
拠
固
め

だ
と
す
る
批
判
は
一
面
的
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
本
書
に
お
け
る
レ
オ
ナ
ル
ド
批
評
前
後
の
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地
方
派
や
天
才
芸
術
家
の
弟
子
た
ち
を
扱
う
場
合
に
は
モ
レ
ッ
リ
の
作
家
判
定
の
精
度
の
揺

ら
ぎ
が
増
幅
し
説
得
力
に
乏
し
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
モ
レ
ッ
リ
の
直
観
的
判
断
は
ど
う
で
あ

る
か
見
失
い
が
ち
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
箇
所
を
読
み
進
め
る
と
き
に
こ
そ
、
モ
レ
ッ
リ
の
バ

ラ
ン
ス
判
断
が
背
後
に
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
訳
者
（
上
田
）
は
思
う
。

さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
作
家
判
定
と
真
贋
判
定
で
は
芸
術
的
価
値
の
問
題
に
行
き
当
た
る
こ
と

も
念
頭
に
置
い
て
こ
の
種
の
文
献
を
読
む
の
が
大
切
で
あ
る
（
本
紀
要
五
十
一
号
所
収
の
「
追

記 

な
ぜ
今
、
モ
レ
ッ
リ
か
」
四
十
四
（
37
）
頁
〜
四
十
二
（
39
）
頁
参
照
）。

（
23
） 

こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
る
レ
オ
ナ
ル
ド
の
デ
ッ
サ
ン
の
真
贋
の
判
断
は
今
日
も
ゆ
る
ぎ
な
い
。

（
24
） 

ガ
ン
デ
ン
ツ
ィ
オ
・
フ
ェ
ッ
ラ
ー
リ
（
ヴ
ァ
ル
ド
ゥ
ッ
ジ
ァ
一
四
七
五
〜
八
○̶

ミ
ラ
ノ

一
五
四
六
）　

画
家
・
彫
刻
家
。
師
匠
は
ジ
ャ
ン
・
ス
テ
ー
フ
ァ
ノ
・
ス
コ
ッ
ト
。
最
初
ブ
ラ

マ
ン
テ
ィ
ー
ノ
と
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ゼ
ナ
ー
レ
の
ほ
か
、
ピ
エ
ト
ロ
・
ペ
ル
ジ
ー
ノ
の
影
響
を

受
け
た
。
作
品
は
故
郷
の
近
く
の
ヴ
ェ
ル
チ
ェ
ッ
リ
と
そ
の
周
辺
に
あ
り
、
ブ
レ
ー
ラ
美
術

館
（
ミ
ラ
ノ
）
に
も
所
蔵
さ
れ
る
。
一
五
三
九
年
以
後
死
ぬ
ま
で
ミ
ラ
ノ
に
住
ん
だ
。
サ
ク

ロ
モ
ン
テ
（
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
）
の
サ
ン
・
ヴ
ィ
ダ
ル
ド
礼
拝
堂
壁
画
（
一
五
二
○
〜
二
六
頃
）
は
、

キ
リ
ス
ト
受
難
の
場
面
を
彫
刻
と
一
体
化
し
て
表
現
し
、
劇
的
感
情
表
現
を
強
く
打
ち
出
し

て
い
る
点
で
ガ
ウ
デ
ン
ツ
ィ
オ
の
新
し
い
方
向
を
示
し
て
い
る
。
続
く
ヴ
ェ
ル
チ
ェ
ッ
リ
の

サ
ン
・
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
教
会
の
祭
壇
画
と
フ
レ
ス
コ
画
（
一
五
二
九
〜
三
十
二
）
も
こ

の
方
向
に
あ
り
、
フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
と
初
期
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
的
な
構
成
が
あ
ら
わ
れ
、
レ
オ

ナ
ル
ド
的
構
想
は
そ
れ
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い
。

（
25
）
所
在
不
明
。

（
26
）
今
日
ガ
ロ
ー
フ
ァ
ロ
に
帰
さ
れ
て
い
る
。

 

（
う
え
だ
・
つ
ね
お　

芸
術
学
／
イ
タ
リ
ア
美
術
史
）

 

（
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
三
一
日
受
理
）


